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Ⅰ．緒言
　近年の高齢化の進展や医療の高度化などに伴

い，臨床場面で実施される援助方法や使用される

物品などについては，日進月歩で進化している．

一方で，看護基礎教育の現場では，原理原則に基

づいて教授するため，臨床と教育現場での乖離が

指摘されている1）2）．特に日常生活援助に関する

基礎看護技術の中で，学内演習や臨地実習で比較

的学生が体験する機会の多い技術として「清拭」

があげられるが，多くの医療機関では，綿の蒸し

タオルのBacillus cereus菌感染の問題3）4）もあり，

ディスポーザブルウェットタオルが使用されるよ

うになるなど，清拭の方法や使用物品が従来の方

法から変化してきている．臨床と教育現場での乖

離という問題については，その差をなくすことが

大切であるが，患者や清拭の目的に合わせ，効率

的かつ効果的な清拭の方法が選択できることがど

ちらにおいても必要と考えられる．そのため，看

護教育機関においては，この乖離をうめるべく，

どのように清拭演習が工夫されているのかその動

向を把握する必要がある．また，限られた時間の

中で基礎的な実践力を身に付けることが求められ

ている昨今，基礎看護技術の演習内容を細部にわ

たり厳選し，より効果的なカリキュラムを検討す

ることが求められている．

Ⅱ．目的
　本研究の目的は，基礎看護教育における「清拭」

技術の演習に関する研究の内容を分析し，その研

究の動向を明らかにし，今後のこの領域における

基礎的な資料を得ることである．

Ⅲ．方法
1．文献検索の方法

　医学中央雑誌Web版（Ver.5）を用いて，2018

年10月に2004 ～ 2018年の15年間の範囲で国内文

献の検索を行った．Key wordは，「清拭」「演習」，

「清拭」「看護技術」でそれぞれand検索を行い「原

著論文」で絞り込みを行った．検索の結果，「清拭」

「演習」では，61件の文献が得られたが，このう

ち基礎看護学領域の文献に該当する16件を対象

として選定した．また，同様に「清拭」「看護技

術」については，36件を対象として選定したが，

重複していた文献を除外した結果，最終的に23

件を分析対象として選定した．

2．分析の方法

　分析対象となる23件の文献を精読し，研究の

概要と研究内容（「掲載年」「対象」「研究目的」「清

拭演習の内容」）について該当する内容を各文献

から抽出し，全体を概観した．また，研究内容を

精読し，研究の主要なテーマについて，内容の類

似性からカテゴリ化し分析した．さらに，「臨床

現場と教育内容との乖離」，「清拭演習の内容」の

詳細が記載のある文献についてその内容を整理し

分析した．

Ⅳ．結果
1．文献の概要

　文献の概要については，表1に示す．
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　選定した23件の文献の掲載年次は，2006，

2008年 に 各4件9）10）11）12）14）15）16）17），2005，2012年

に 各3件6）7）8）21）22）23），2009，2014年 に 各2件18）19）

24）25），2004，2007，2011，2015，2016年に各1件5）

13）20）26）27）であった．研究対象については，看護

学生が15件5）6）7）9）10）15）16）17）18）19）20）21）23）25）26）と最も多

く，次いで臨床の看護師を対象とした文献が6件
8）11）12）13）24）27）であった．また，国内外の教科書や

文献を分析対象とした研究が1件14），清拭時に使

用するお湯の温度の管理についてエビデンスを検

討するための実験について記載されている文献が

1件22）であった．また，23件の文献のうち「清拭

演習の内容」の詳細が記載されている文献は7件5）

10）15）19）23）24）26）であった．

2．研究内容について

　研究の内容のカテゴリについては，表2に示す．

　分類内容のカテゴリは「看護基礎教育と臨床現

場の清拭技術の乖離に関する研究」，「清拭の演習

内容の評価に関する研究」，「清拭技術の習得度に

関する研究」，「清拭方法のエビデンスに関する研

究」の4つに分類された．また，「看護基礎教育と

臨床現場の清拭技術の乖離に関する研究」につい

ては，研究結果の中で乖離とされている内容につ

いて整理した．

1）「看護基礎教育と臨床現場の清拭技術の乖離に

関する研究」

　この研究については6件8）11）12）14）24）27）の研究がさ

れていた．臨床現場と教育内容との乖離となって

いる部分については，表3に整理した．

　「教科書と臨床研究論文との比較の研究」14）の

内容は，現在使用されている国内外の基礎看護技

術の教科書内容の比較と臨床現場での状況を検討

するため清拭に関する文献を分析し，教科書では

「石鹸+ウォッシュクロス+お湯」を用いた清拭が

スタンダードであるが，現場では「温タオル」を

用いた清拭が普及していること，石鹸清拭は熟練

した看護師でも実施に時間を要し，効率の良い方

法が模索されている段階であること，これらの違

いから使用物品にも変化があることが示されてい

た．「臨床現場の実態調査から教育内容との相違

を検討した研究」8）11）27）（3件）では，臨床現場で

は蒸しタオル（もしくは，タオルのみ）で清拭す

ることが多く，お湯や石鹸の使用が少ないこと，

ピッチャーやバケツ，ベースン，ウォッシュクロ

スが使用されなくなってきていること，学校で

習った方法を行わない理由として「業務が忙しく

て，時間的余裕がないこと」「学校で習った方法

は時間が掛かる」ので，「できるだけ短時間で行

うことで患者に負担を掛けたくない」と考えてい

ることが明らかとなっていた．「臨床での清拭の

観察と学内演習の相違を検討した研究」11）24）（2件）

では，学内での演習方法との違いがみられた清拭

の看護技術の方法は，清拭の対象者，清拭方法（お

湯は用いない），陰部の清潔方法（清拭ではなく

陰部洗浄をする），清拭をする部位の順番であっ

た．さらに，臨床では，「露出を最小限にする」「プ

ライバシー保護のため，バスタオルで覆う」はさ

れていないという実態が示されていた．

2）「清拭の授業内容の評価に関する研究」

　この研究については，12件の研究が行われて

いた．

表1　分析対象文献の概要
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　「事例を用いた演習の評価」16）18）（2件）につい

ては，事例設定し患者役を学生が体験することか

らの学びを分析した研究，設定した事例患者に適

した援助が実施できたかを評価した研究であり，

事例設定し患者体験する中で，快・不快の感じ方

に影響することやその一方で，患者に適した技術

の提供については疾患を踏まえた援助に課題があ

ることが示されていた．「教員や先輩学生の参加

型演習の評価」6）20）23）（3件）については，教員が

模擬患者になることや教員が学生に対して援助技

術を提供することで，対象への配慮や関心の高ま

りや感覚的な技術の理解につながることが示さ

れていた．「授業プログラムの工夫の評価」5）7）17）（3

件）の研究では，教科書に記載された清拭の方法

と患者が選択した内容の清拭による清潔概念の広

がりに差がなかったこと，必要な看護技術を自選

する能力育成に寄与する教育方法の開発について

の評価では，清拭が様々な要素を統合して実施す

ることが求められる比較的難易度の高い技術であ

るため，ほかの技術より理解度が低かったことが

示されていた．「臨地実習の経験からの授業評価」
9）25）（2件）については，いずれも臨地実習の技術

経験から学生が求める看護技術の教育内容や授業

形態の評価を行った研究であった．「教員の指導

内容の評価」10）（1件）についての研究は，学生

評価から演習の教員指導の評価を質的に分析した

表3　臨床現場と教育内容との乖離
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内容であった．「看護師の認識からの評価」13）（1件）

は，看護師が学生時代に体験した演習内容と妥当

性を看護師の認識から評価分析した研究であっ

た．

3）「清拭技術の習得度に関する研究」

　清拭技術の習得度に関する研究については，以

下の4件であった．

「全身清拭の技術習得度の自己評価分析の研究」
15）（1件）の内容は，石鹸を用いた全身清拭の演

習終了後に，自己評価（認知領域・精神運動領域・

情意領域に分けた評価項目19項目）を行い，そ

の技術習得度を分析したものであった．また，「臨

地実習の経験から習得度の状況を調べた研究」9）

25）（2件）では，臨床実習における看護技術の経

験状況及び卒業するまでに求められる技術水準へ

の到達状況を分析した内容であった．「技術習得

における困難についての研究」26）（1件）は，全

身清拭の演習終了後の演習評価表から技術習得上

学生が困難と感じている内容について分析する内

容であった．

4）「清拭方法のエビデンスに関する研究」

　この研究22）については，清拭の湯温の適温管

理に関する実験を行いエビデンスの構築について

研究した内容であった．

3．「清拭演習の内容」の詳細が記載のある文献

の整理

　「清拭演習の内容」が詳細に記載されている7

つの文献について，目的，授業構造（組み立て），

演習内容，演習の特徴・工夫点について表4に整

理した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ジグソー学習法（グループ学習法の一つ）を用

い教育成果を分析した研究5）については，基礎看

護技術の習得度を高めるために学生個々に清拭技

術とその根拠についての主体的学習の強化と徹底

した技術の個別指導を行うという授業の工夫がさ

れ，その結果，学生の責任感に基づく学習意欲の

向上と主体的な学習行動，看護技術の基本を重視

した技術習得が可能であることが報告されてい

た．全身清拭の技術演習に複数の指導教員で指導

する方法の評価についての研究10）では，理解が

深まるなどの肯定的な評価が多い中で，指導内容

の統一性，一貫性についての課題も明らかとなっ

ていた．学生の清潔技術の習得度について調査し

た研究15）では，学生が技術習得できるように演

習と技術評価の2段階に分けて教員が技術習得度

を確認し，教育方法を工夫した．結果として，「お

湯の適切な温度調整」「拭く時の関節の支え」「綿

毛布・バスタオルを使用した保温」「皮膚の生理

機能が説明できる」「患者に全身清拭の必要性を

説明できる」についての習得度が低いことが報告

されていた．教科書に記されている清拭の方法と

患者が選択する方法の清拭の比較を行った研究19）

では，演習方法の違いによる「清潔」に対するイ

メージの変化に差はないが，選択する方法では，

患者の個別性をイメージし反応語がみられたこと

が示されていた．先輩看護学生参加型の演習に関

する研究23）では，先輩参加型の演習の方が，看

護技術の理解，習得，動機付け，学習意欲の向上

に効果があることが示唆された．これは，マンパ

ワーの充足という背景と原理原則，根拠を重視す

る教員の助言とは違い，先輩の助言は技術の手技

やエビデンスだけではなく実習経験を通した助言

であり，助言の活用度が高かったためと推測され

ていた．教科書に準拠した演習と臨床との技術の

違いを検討した研究24）では，露出やプライバシー

の保持，使用物品（バケツ，お湯）と予洗い，水

分の拭き取り，所要時間に相違があることが明ら

かとなった．全身清拭の技術習得における「困難」

について調査した研究26）では，個別性に基づい

た計画立案と実施，患者を尊重した対応などが困

難であることが示されていた．また，単元の構造

や学習目標から，「皮膚の生理機能」「安全・安楽」

「皮膚の露出を最小限」「皮膚のマッサージ効果」

「お湯の温度管理」「プライバシーの保護」「個別性」

が共通してあげられ，演習の狙いとなっていた．
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Ⅴ．考察
1．研究の概要

　表１に示すように，本研究においては2005年

から2009年の5年間で14件（60.9％）とこの期間

に集中して掲載されていた．このことは，看護基

礎教育における技術教育の在り方に関する検討会

報告書等が2003年に発行されるなど，看護基礎

教育における技術教育の重要性の高まりが背景に

あると考えられる．研究の対象者については，看

護学生を対象としたものが15件（65.2％），看護

師を対象としたものは6件（26.1％）であり，看

護学生については演習の評価や技術習得度につい

て，看護師については主に臨床で実施されている

技術の実態を把握するための研究で対象となって

いた．「清拭演習の内容」の詳細が記載されてい

る文献については7件（30.4％）と清拭の演習の

構造や教授している清拭の具体的方法について記

述がされている研究が少ない傾向にあった．

2．研究の動向について

　清拭の演習に関する研究については，「基礎教

育と臨床の技術の乖離に関する研究」，「清潔技術

の習得度に関する研究」，「清拭演習内容の評価に

関する研究」，「清拭方法のエビデンスに関する研

究」の4つのカテゴリに分類された．臨床と教育

の乖離について分析している研究で，乖離してい

る点については，清拭の方法・使用物品があげら

れる．教育では，国内の多くの教科書に記載され

ているように，お湯を使い，ウォッシュクロスを

使用しての演習が行われているが，臨床現場では，

ディスポーザブルの不織布のタオルが使われ，お

湯を使用しない方法で行われており，それにとも

ない特に，ピッチャー，ベースン，綿毛布，ウォッ

シュクロス，石鹸などは使用されていない傾向に

ある．また，臨床では，プライバシーの保護，保

温のための覆いの使用をしていないことも文献上

明らかとなっていた．理由としては．患者の苦痛

を考慮し，時間短縮を優先としてとしているが，

このことから使用物品のみではなく，清拭の原理

原則においても教育機関での教育内容と異なって

いることが推察される．

　2006年のBacillus cereusによる清拭タオルの感

染が発表されて以後，2009年に医療機関におけ

る院内感染対策マニュアルの作成のための手引き

が公表されたが，その後もBacillus cereus菌の検

出事例が報告されている．中山ら28）は，感染対

策のためにはディスポーザブル清拭タオルの使用

が安全であるとし，松村ら29）は，化繊タオルは

保温性と肌触り感では綿より化繊タオルの方が優

れていると報告している．臨床場面では，感染症

予防や時間短縮という点においては，ディスポー

ザブルタオルが優先されている．COVID-19のよ

うに未知の感染症を含めた感染症対策を考慮する

と，ウォッシュクロスだけではなくディスポーザ

ブルの不織布タオルでの清拭方法についても学内

演習で取り入れることを検討する余地がある．こ

の現状を踏まえ，基礎看護教育において清拭の方

法はもとより，清拭の原理・原則とは何かを今一

度明確にする必要性があると考えられた．

　一方．ベナー 30）は，「原則は，実際の状況で何

を優先すべきか教えてくれるわけではないので，

原則に従うことは，かえって実践を成功させる妨

げになる．」と述べていることから，学内での演

習については，手順を覚えるのではなく，根拠に

基づいた援助方法の工夫や演習事例の状況に合わ

せた清拭の方法を選択できる実践能力の育成が必

要である．そのためには．看護師の清拭に関する

コンピテンシーを明らかにし，基礎看護教育で押

さえておかなくてはならない原理原則を再整理し

ていく必要があると考えられる． 

3．現在行われている清拭の演習と今後の清拭演

習の方向性

　「清拭演習の内容」の詳細が記載のある文献に

ついては，7件と少なかった．清拭の具体的方法

についての検討よりは，事例設定の工夫や授業プ

ログラムの組み込み方やその工夫と効果について

の研究が行われていることが明らかとなった．特
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に，授業プログラムの組み込み方やその工夫につ

いては，学生の主体性や意欲を引き出し，学生の

理解を追求することにプログラムの工夫がされて

いた．これらプログラムの工夫は，学習効果のみ

ならず看護職には生涯にわたり，主体的に学習し

ていく姿勢の育成にもつながるため，主体性を引

き出す教育プログラムの開発は重要である．また，

各演習の目標からは，「皮膚の生理機能」「皮膚の

マッサージ効果」「お湯の温度管理」「安全・安楽」

「皮膚の露出を最小限」「プライバシーの保護」「個

別性」というキーワードが抽出されたことから，

現在の看護基礎教育の中では，これらのことが原

理原則として踏まえられていると考えられる．し

かし，看護基礎教育の中で教授されている内容と

臨床現場での乖離がある中で，現在の看護師の清

拭に関するコンピテンシーを明らかにし，基礎看

護教育で押さえておかなくてはならない原理原則

を再整理していく必要があると考えられる．教員

が一方的に清拭について教授するだけではなく，

学生自らが清拭に必要な原理・原則は何かを考え，

患者の個別性を考慮した中で，必要な清拭の方法

を学生自らが選択し，実践する能力を養うことが

できる教育プログラムの開発が必要と考える．

Ⅵ．結論
　看護系大学における「清拭」技術の演習に関す

る研究の内容を分析し，その研究の動向を明らか

にし，今後のこの領域における基礎的な資料を得

ることを目的に文献を整理した．その結果，清拭

の演習に関する研究については，「基礎教育と臨

床の技術の乖離に関する研究」，「清潔技術の習得

度に関する研究」，「清拭演習内容の評価に関する

研究」，「清拭方法のエビデンスに関する研究」の

4つに分類した．臨床と教育の乖離をうめていく

ためには，単に手順や使用物品を現場に合わせる

のではなく，清拭の原理・原則とは何かを今一度

明確にする必要性と看護師の清拭に関するコンピ

テンシーを明らかにし，清拭に必要な原理原則を

再整理し，患者の個別性を考慮した中で，必要な

清拭の方法を学生自らが選択し，実践する能力を

養うことができる教育プログラムの開発の必要性

が示唆された．
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